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中
学
校
給
食
を
や
め
て

２６
年
が
経
過
し
た
現
在
、
ひ
と

り
親
家
庭
、
共
働
き
家
庭
が
増

加
し
、
中
学
校
で
栄
養
価
の
偏

ら
な
い
お
い
し
い
給
食
を
提
供

す
る
意
義
は
大
き
い
と
考
え
ま

す
。
義
務
教
育
期
間
で
の
学
校

給
食
の
果
た
す
役
割
を
再
確
認

し
、
完
全
給
食
を
実
施
し
て
い

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
手
作
り
弁
当
を
持
参
さ

せ
た
い
と
考
え
る
保
護
者
の
声

に
も
配
慮
し
、
給
食
と
、
弁
当

持
参
と
の
選
択
制
の
導
入
を
提

案
し
ま
す
。

　

昨
年
実
施

し
た
食
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
結
果
は
、
保
護
者
は
完

全
給
食
を
望
み
、
生
徒
は
現
在

の
ミ
ル
ク
給
食
を
望
ん
で
い
る

と
い
う
も
の
で
し
た
。
中
学
校

給
食
の
再
開
は
、﹁
海
老
名
市
の

学
校
給
食
再
開
に
関
す
る
将
来

計
画
策
定
委
員
会
﹂か
ら
の
報
告

を
基
に
、
教
育
委
員
会
と
し
て

審
議
、
決
定
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
が
み
縦
貫
道
路
の
整

備
が
目
に
見
え
る
形
で
進
行
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
工
事
が

予
定
さ
れ
て
い
る
河
原
口
地
区

に
つ
い
て
も
、
今
後
、
解
決
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が
多
々

あ
り
ま
す
。
現
況
で
は
、
ホ
ー

ム
レ
ス
の
問
題
や
不
法
投
棄
、

不
法
耕
作
、
不
法
占
用
と
環
境

面
に
不
安
が
残
り
ま
す
。
河
川

改
修
事
業
お
よ
び
さ
が
み
縦
貫

道
路
事
業
の
進
捗
に
よ
り
、
こ

れ
ら
の
問
題
も
解
消
さ
れ
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
当
初
の
事
業

計
画
に
遅
れ
が
出
な
い
よ
う
早

期
整
備
を
希
望
し
ま
す
。
ま
た
、

両
事
業
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
中
で
、
河
原
口
高
水
敷
を
ス

ポ
ー
ツ
広
場
と
し
て
暫
定
利
用

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
県
と
ど▲今後の利活用に期待

　

市
で
は
、
１８
年
度
か
ら

中
学
校
の
非
常
勤
講
師
配
置
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
非
常
勤
講

師
は
、
生
活
指
導
担
当
の
教
師

の
代
わ
り
に
そ
の
教
師
の
授
業

を
担
当
し
て
い
ま
す
。
生
活
指

導
面
は
す
ぐ
に
成
果
が
見
え
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
各

学
校
の
現
場
に
ど
の
よ
う
な
変

化
が
出
て
き
た
の
か
伺
い
ま
す
。

　

非

常
勤
講
師
の
配
置
は
、
各
学
校

に
よ
っ
て
多
少
異
な
り
ま
す
。 

基
本
は
非
常
勤
講
師
の
そ
れ
ぞ

れ
が
専
門
と
す
る
教
科
授
業
を

担
当
す
る
の
で
、
生
活
支
援
担

当
等
の
教
員
は
、
そ
の
分
、
担

当
授
業
時
数
を
減
ら
す
こ
と
が

で
き
、
空
い
た
時
間
を
行
動
等

に
課
題
を
抱
え
る
生
徒
に
対
す

る
個
別
支
援
に
活
用
し
て
い
ま

す
。
非
常
勤
講
師
配
置
の
効
果

は
、
生
徒
支
援
の
充
実
の
様
々

な
と
こ
ろ
に
表
れ
て
お
り
、
今

後
も
中
学
校
全
校
に
配
置
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

耐
震
調
査
結
果
に
よ
る

と
中
部
福
祉
館
は
、
大
規
模
地

震
の
際
、
倒
壊
す
る
恐
れ
が
高

い
と
の
こ
と
で
、
利
用
者
の
安

全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、

使
用
停
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

利
用
団
体
に
は
、
閉
館
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
中
部
福

祉
館
は
、
年
間
１
万
人
の
方

が
利
用
す
る
周
辺
住
民
の
活
動

拠
点
で
あ
り
、
そ
の
機
能
は
終

わ
っ
て
い
な
い
と
考
え
ま
す
。

地
元
要
望
を
ど
う
受
け
止
め
対

応
し
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

閉
館
に
よ
り

利
用
者
の
活
動
に
支
障
を
き
た

す
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
す
が
、

建
物
が
史
跡
地
内
に
あ
る
こ
と

も
あ
り
、
以
前
か
ら
何
度
も
市

の
方
向
性
を
示
し
て
き
た
と
お

り
、
建
替
え
や
耐
震
補
強
工
事

を
行
う
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
の
活
動
の
場
の
確
保
に
つ

い
て
は
、
地
域
で
自
治
会
館
等

を
建
設
す
る
際
、
必
要
な
援
助

を
行
い
た
い
と
考
え
ま
す
。 飯 田 英 榮

地
元
要
望
の
対
応
を
！

中
部
福
祉
館
閉
館
で

市
政
ク

   ６月１４日、１５日に
議員２０名が市の考
えをただしました。
主な質問、答弁の
要旨を紹介いたし
ます。

　６月定例会の会議録を作成中で

す。９月には市役所１階の情報公

開コーナーや中央図書館で閲覧で

きますので、ご利用ください。ま

た市のホームページでも見ること

ができます。

１０
・
議
員
全
員
協
議
会

１４
・
総
務
常
任
委
員
会
行
政
視
察　

　
　

︵
５
／
１４
～
１６
︶
福
島
県
二
本

　
　

松
市
他

　

・
文
教
社
会
常
任
委
員
会
行
政
視

　
　

察
︵
５
／
１４
～
１６
︶
福
岡
県
宗

　
　

像
市
他

１６
・
長
崎
県
松
浦
市
議
会
行
政
視
察

　
　

来
庁

１８
・
文
教
社
会
常
任
委
員
会　

２１
・
経
済
建
設
常
任
委
員
会
行
政
視

　
　

察
︵
５
／
２１
～
２３
︶
岡
山
県
倉

　
　

敷
市
他

２５
・
議
会
運
営
委
員
会

１
・
議
会
運
営
委
員
会

　

・
第
２
回
定
例
会
第
１
日

８
・
総
務
常
任
委
員
会

１１
・
文
教
社
会
常
任
委
員
会

１２
・
経
済
建
設
常
任
委
員
会

１４
・
議
会
運
営
委
員
会

　

・
第
２
回
定
例
会
第
２
日

１５
・
第
２
回
定
例
会
第
３
日

１８
・
ま
ち
づ
く
り
対
策
特
別
委
員
会

１９
・
高
速
道
・
相
模
川
対
策
特
別
委

　
　

員
会

２０
・
基
地
対
策
特
別
委
員
会

２１
・
議
会
運
営
委
員
会

　

・
第
２
回
定
例
会
第
４
日

　

・
議
員
全
員
協
議
会

　

・
広
報
委
員
会

１０
・
議
員
全
員
協
議
会

２５
・
宮
城
県
白
石
市
議
会
行
政
視
察

　
　

来
庁 議

会
日
誌

市 川 敏 彦

河
原
口
高
水
敷

の

利

活

用

を

海
友
ク

白神多恵子

国
分
北
地
域
に
コ
ミ

セ
ン
の
建
設
を
！

共
産
党

　

国
は
、
妊
婦
に
と
っ
て

望
ま
し
い
健
診
回
数
を
１４
回
と

し
て
い
ま
す
が
、
高
額
な
健
診

費
用
の
た
め
、
公
費
で
の
実
施

は
全
国
平
均
２
回
分
程
度
で
、

近
年
、
健
診
を
受
診
し
な
い
妊

婦
も
増
え
て
い
る
状
況
で
す
。

そ
こ
で
、
国
は
妊
産
婦
健
診
の

助
成
を
含
む
少
子
化
対
策
予
算

を
増
や
し
、
自
治
体
に
対
し
５

回
程
度
の
公
費
に
よ
る
健
診
を

実
施
す
る
こ
と
が
原
則
と
通
知

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
、

無
料
健
診
の
回
数
を
増
や
す
自

治
体
が
増
え
て
い
ま
す
。
本
市

で
も
、
妊
産
婦
健
診
の
公
費
負

久 米 和 代

妊
産
婦
無
料
健
診
の

回
数
拡
充
を
！
公
明
党

　

中
部
福
祉
館
は
、
大
規

模
地
震
の
際
、
倒
壊
す
る
恐
れ

が
あ
る
た
め
、
６
月
か
ら
使
用

停
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私

は
、
再
三
、
市
有
地
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
を
建
設
し

て
ほ
し
い
と
要
望
し
て
き
ま
し

た
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
建
設
計
画
が
す
で
に
完
了

し
て
い
る
こ
と
、
市
の
補
助
で

地
元
が
自
治
会
館
を
建
て
た
ら

ど
う
か
と
い
う
理
由
で
、
市
長

は
、
建
設
を
拒
否
し
て
い
ま
す
。

そ
の
地
域
に
公
的
施
設
が
な
く

な
っ
た
ら
、
同
程
度
の
公
的
施

設
を
作
る
べ
き
で
す
。
す
べ
て

三谷裕美子

中
学
校
完
全

給
食
の
再
開
を
ネ
ッ
ト

の
年
代
の
方
が
利
用
で
き
る
施

設
が
国
分
北
地
域
に
必
要
と
考

え
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、
建
設
か
ら

２０
年
余
り
経
過
し
て
い
る
も
の

か
ら
計
画
的
に
改
修
し
て
い
く

方
針
で
あ
り
、
新
た
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

担
を
拡
充
す
べ
き
と
考
え
ま
す

が
、
市
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

 

本
市
で
も
、

２
回
分
に
つ
い
て
公
費
負
担
し

て
い
ま
す
。
妊
産
婦
健
康
診
査

の
公
費
負
担
は
、
本
来
、
国
・

県
の
責
任
に
お
い
て
実
施
す
べ

き
と
考
え
ま
す
が
、
市
の
独
自

施
策
と
し
て
、
財
政
面
を
踏
ま

え
拡
充
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

奥 村 正 憲

中
学
校
非
常
勤
講
師

配
置
、そ
の
効
果
は
？

無
会
派

▲建設中の東柏小にはランチルームが

の
よ
う
に
協
議
さ
れ
て
い
る
の

か
伺
い
ま
す
。　

　

河
原
口
高
水

敷
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
市

民
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
振
興
と
健
康
増
進
に

寄
与
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

相
模
川
総
合
整
備
事
務
所
か
ら

は
市
が
良
い
提
案
を
し
た
場
合
、

無
償
で
土
地
利
用
が
で
き
る
と

い
う
了
解
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
今
年
度
、
河
原
口
高
水
敷

の
土
地
利
用
計
画
策
定
の
予
算

を
計
上
し
て
い
ま
す
の
で
相
模

川
総
合
整
備
事
務
所
と
利
用
に

際
し
て
基
本
的
な
協
議
が
ま
と

ま
り
次
第
、
計
画
策
定
に
着
手

し
て
い
き
ま
す
。

河

川
改
修
事
業
お
よ
び
さ
が
み
縦

貫
道
路
事
業
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
相
模
川
総
合
整
備
事
務
所
に

確
認
し
、
暫
定
利
用
の
開
始
時

期
、
利
用
範
囲
、
施
設
整
備
等

に
つ
い
て
、
具
体
的
な
協
議
を

進
め
て
い
ま
す
。

　請願と陳情は、いつでも受け付けていま

すが、 に提出

されますと、９月定例会で審査または議員

配布されます（それ以降の提出は、原則と

して次回定例会の取り扱いとなります）｡

　詳しくは議会事務局まで、お問い合わせ

ください。

　海老名市議会では、新潟県中
越沖地震により被災された方々
に義援金を送付することを決定
しました。
　被害を受けられた皆様に、謹
んでお見舞いを申し上げますと
ともに、一日も早い復興を心よ
りお祈り申し上げます。


